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新しい村立東海病院が開院！

～地域医療の確保に向けて～
　新しい村立東海病院が５月８日に開院しました。新しい施設、

新たな体制により地域医療の確保はもちろん、保健・福祉との

連携を強化し、医療面からの“まちづくり”を展開していく新た

な第一歩を踏み出しました。地域医療における「東海村の第二

の夜明け」です。

村立東海病院 〒319-1112　東海村村松2081-2
　☎282-2188　FAX 306-2811

社団法人地域医療振興協会

病院概要
●診療科目　内科・小児科・外科・整形外科・耳鼻いんこう科・　

　　　　　リハビリテーション科・歯科・小児歯科・歯科口
こう

腔
くう

外科

●病床数（ベッド数）　80床（一般40床、療養40床）

●受付時間　月～金曜日…午前７時30分～11時30分　午後１時～４時30分

　　　　　　　土曜日…午前７時30分～11時30分

●診療時間　月～金曜日…午前８時45分～正午　午後２時～５時

　　　　　　　土曜日…午前８時45分～正午

●休 診 日　日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）

施設概要

●敷地面積　18,749.94㎡

●延床面積　  7,202.18㎡

●構造規模　鉄筋コンク　

　　　　　　リート造り

　　　　　　地上３階

●駐 車 場 一般：160台

　　　　　　（駐輪場：40台）

●太陽光発電　  63kW

新たなステージへ 
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清掃センター

新 病 院

駅東大通り至ＪＲ東海駅

至いちょう通り

新病院配置図
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▼
土
曜
日
の
診
療
は
毎
週―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

こ
れ
ま
で
土
曜
日
の
診
療（
午
前
中
）
は
、
毎
月
第

１
・
３
週
の
み
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
新
病
院
で
は

毎
週
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
休
日
診
療
・
時
間
外

診
療
の
対
応
や
急
患
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
な
ど
、
よ

り
一
層
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
病
院
は
、
地
域
医
療
の
中
心
的
役
割
を

担
う
施
設
と
し
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
提
供
す

る
体
制
を
確
保
し
つ
つ
、
い
つ
で
も
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
開
院

し
て
間
も
な
い
た
め
、
戸
惑
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ご
不
明
の
点
は
フ
ロ
ア
の
案
内
係
ま
で
お
気
軽

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
57
年
に
30
床
の
病
院
と
し
て
開
設
し
て
以
来
、

今
日
ま
で
多
く
の
村
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
村
立

東
海
病
院
は
、
整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

を
新
設
し
、
十
分
な
診
療
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
80
床

の
病
院
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
開

院
に
合
わ
せ
て
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
の
運
営
に
よ
り
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ―

―

。

▼
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入―

―
―
―
―
―
―
―

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
患
者
さ
ん

の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
間

の
医
療
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
の
実
現
や

カ
ル
テ
情
報
の
開
示
が
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
予
約
制
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

病
院
に
早
く
来
て
診
察
の
順
番
を
取
る
と
い
っ
た
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

▼
新
し
い
医
療
機
器
の
導
入―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
と
し
た
新
規
の
医
療
機
器
を
導
入

し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
で
は
な
く
磁
気

を
使
っ
た
検
査
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
画
像

化
し
ま
す
。骨
関
節
や
血
管
の
撮
影
に
威
力
を
発
揮
し
、

特
に
整
形
外
科
の
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
骨
密
度
測
定
装
置（
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検

査
機
器
）
や
血
液
自
動
分
析
装
置
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ

な
検
査
結
果
の
把
握
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▼
充
実
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

医
師
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
特
に
、
新
設
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
常
勤
し
、
患
者
さ
ん
の

機
能
回
復
訓
練
の
指
導
・
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
院
外
処
方
の
導
入―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

こ
れ
ま
で
、
病
院
内
の
薬
局
窓
口
で
渡
し
て
い
た
薬

は
、
病
院
外
の
保
険
薬
局
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
薬
を
受
け
取
る
ま
で
の
待
ち
時

間
を
短
縮
で
き
、
薬
の
副
作
用
や
飲
み
方
な
ど
を
、
薬

剤
師
か
ら
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ほ

か
の
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
や
市
販
薬
と
の
飲
み
合
わ

せ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
個
室
28
室
設
置―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

患
者
さ
ん
の
快
適
性
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た

め
、
２
階
の
療
養
病
棟
と
３
階
の
一
般
病
棟
に
個
室
を

14
室
ず
つ
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
床
室
は
ベ
ッ
ド

の
間
隔
を
広
く
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
ご
と
に
窓

を
配
置
し
、
個
室
的
空
間
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
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歯科

小児科

１階平面図２階平面図

①病院全体の外観

②森林浴を醸し出すＭＲＩ室

③個室的雰囲気の４床室

④待ち時間を少なくする再来受付機

⑤広々としたリハビリテーション室

⑥天然木がやさしい総合待合

⑦かわいいドアの小児待合

⑧案内表示板が設置された外来待合

①

⑥

⑦

⑧ ④

⑤

⑥

⑦

※
３
階
平
面
図
は
、
病
室
配
置
が
２
階
と
同
じ
な
の
で　

省
略
し
ま
す
。

⑧

▼

入口

⑤

④

③

②

③

②
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新しい病院を支える医師を紹介します新しい病院を支える医師を紹介します新しい病院を支える医師を紹介します

①大
おお

場
ば

　善
よし

幸
ゆき

　（村立東海病院院長）

②整形外科

③東海村のために来ました！

地域のため、医療と文化、

哲学の花を咲かせたい。

①豊
とよ

田
だ

　実
みのる

②整形外科

③村内の患者様は、可能な

限り村立東海病院で手術

します。

①海
え

老
び

根
ね

　廣
ひろ

行
ゆき

②内科

③プライマリーケアを重視

します。新病院でも今ま

で通り頑張りますのでよ

ろしくお願いします。

①土
つち

橋
はし

　健
けん

②内科

③糖尿病には初期症状があ

りませんので、定期健診

を受けてください。

①植
うえ

田
だ

　守
まもる

②外科

③主に“がん”の診断・手術

を含めた治療・緩和ケア

を行ってきました。ぜひ、

ご相談ください。

①矢
や

代
しろ

　武
たけ

雄
お

②小児科

③村民が気軽に来院でき

て、頼りになる病院にな

るように努力します。

①鈴
すず

木
き

　治
はる

子
こ

②耳鼻いんこう科

③少しでもお役に立てるよ

うに頑張ります。耳や鼻、

のどでお困りの方は一度

お越しください。

①清
しみず

水　要
かなめ

②内科

③新しい村立東海病院で頑

張りますので、よろしく

お願いします。

①宮
みや

部
べ

　明
あきら

②外科

③新しい村立東海病院で自

分の力を発揮し、頑張って

いきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

①阿
あ

部
べ

　富
ふ

士
じ

夫
お

②歯科

③新病院でもよろしくお願

いします。気軽にお越し

ください。

※このほか、非常勤の医師（内科：２人、小児科：１人、耳鼻いんこう科：２人）も配置しています。

職種別職員数
職　　種 人　　数

医師（常勤） 10人
医師（非常勤） 5人
看護師 35人
准看護師 6人
薬剤師 3人
放射線技師 3人
臨床検査技師 2人
理学療法士 1人
作業療法士 1人
管理栄養士 2人
歯科衛生士 3人
介護福祉士 8人
介護補助 3人
事務 13人

合　　計 95人

①氏名　②診療科　③ひと言（抱負や東海村への思いなど）　　　≪敬称略≫
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平
成
16
・
17
年
度
の
２
年
間
を
か
け
て
、
多
く
の
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
作
業
を
進
め
て
き

た
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン

「
後
期
基
本
計
画
」が
、
Ａ
４
版
１
７
３
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

計
画
書（
本
編
）
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
村
で
は
、

計
画
書
の
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
作
成
し
、住
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
後
期
基
本
計
画
」策
定
の
経
緯
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
計
画
の
概
要
や
今
後
の
進
行
管
理

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
？　

後
期
基
本
計
画
と
は
？

　

東
海
村
第
４
次
総
合
計
画
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン

は
、
平
成
13
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
村
が
進
む
べ
き

方
向
性
を
示
し
た
計
画
書
で
、
行
政
の
業
務
は
、
す
べ

て
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
村
で
は
、
平

成
13
年
３
月
に
、
１
２
０
人
を
超
え
る
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
り
こ
の
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
①「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う

ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た

「
基
本
構
想
」②
基
本
構
想
を
受
け
て
、
平
成
17
年
度
ま

で
の
村
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
体
系
化
し
た「
前
期
基

本
計
画
」
③
６
つ
の
小
学
校
区
ご
と
に
、
将
来
像
や
努

力
目
標
を
定
め
た「
地
区
別
計
画
」―

―

の
３
つ
で
構
成

東
海
村
第
４
次
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
！

〜「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う
ま
ち
」を
目
指
し
て
〜

策
定
に
か
か
わ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
〜

　たくさんの可能性を有
する東海村が好きです。ま
ちづくりに住民としてかか
わっていけることに喜びと
感謝を覚えます。より多く
の住民が、行政とともにま

ちづくりに積極的に参加されると、さらに素
敵な村になると思います。

恵利いつさん（安心して住めるまち部会）

　「東海村はいいね」と皆か
ら言われるけれど、本当に
良いのは、自分たちの意見
や要望をよく聞いてもらえ
る機会や場が複数設けられ
ているところ。もっと暮ら

しやすく、ずっと住み続けたいと皆が考える
村になりますように…。

石川早智子さん（支えあっていきるまち部会）

さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
参
照
）。

　

「
基
本
構
想
」「
地
区
別
計
画
」は
、
平
成
13
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
前
期
基
本
計
画
」の
計
画
期
間
は
平
成
17
年
度
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
村
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度

ま
で
を
目
標
年
次
と
す
る「
後
期
基
本
計
画
」を
、
平
成

16
・
17
年
度
の
２
年
間
を
か
け
て
策
定
し
ま
し
た
。

　住民自治が叫ばれる中、住民と行政
の協働により、新たなまちを築いてい
くことにしたのは、大変重要なことで
す。もはや、行政だけに依存する時代
は終わりを告げたと言っても過言で
はありません。「後期基本計画」は、行

政と住民が協働でまちづくりを進める指針となる計画で
す。今後、多くの住民がこの計画に関心を持ち、村づく
りの方向性を理解した上で、自分たちの地域の問題とど
う関係するのか、地域に固有の問題は何かなどについて、
行政や地域の人々と議論し、問題解決のために自分たち
ができること、やるべきことを見極める必要があります。
　４月からは、自治会制度がスタートしました。また、
地域の問題を学区単位で検討する組織「地区委員会」の動
きも活発化しています。大きな制度転換の中で、自治会
長をはじめ、地域の皆さんはご苦労が多いと思いますが、
地域をより良いものとするための議論に「後期基本計画」
を活用していただきたいと思います。この計画が、村の
さらなる発展に寄与することを期待しています。

黒羽根弘一さん（後期基本計画策定委員会委員長）

6 ●

（図１）東海村第４次総合計画の構成と期間

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

後期基本計画
（今回策定した計画）

基本構想
平成13年度から22年度までの10年間の構想であるため、今回は見直しを行っていません。

前期基本計画

地区別計画
平成13年度から22年度までの10年間の計画であるため、今回は見直しを行っていません。

※計画期間は３年間で、ローリング方式により毎年見直しを行っています。

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画
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計
画
は
ど
の
よ
う
に
作
っ
た
の
？

　

「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
か
ら
５
年
が
経
過

す
る
間
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
経
済
状
況
の
低
迷
や
国
に
よ
る
地
方
分
権

改
革
の
推
進
、
市
町
村
合
併
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

や
住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、
行
政
需
要
は
複

雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
課
題
を
住

民
が
協
力
し
て
解
決
す
る「
地
域
力
」の
低
下
も
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
後
期
基
本
計
画
」の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
計
画
作
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
①「
前
期
基
本
計
画
」の
達
成
状
況

を
総
点
検
し
た
上
で
、
新
た
な
施
策
の
位
置
付
け
を
行

う
こ
と
②
今
後
５
年
間
の
取
り
組
み
内
容
を
誰
の
目
に

も
分
か
り
や
す
く
示
し
、
進
行
管
理
し
や
す
い
計
画
と

す
る
こ
と―

―

に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

策
定
の
体
制
面
で
は
、「
前
期
基
本
計
画
」を
多
く
の

住
民
と
の
協
働
で
策
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の

計
画
作
り
に
も
、
公
募
を
含
む
47
人
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
47
人

は
、上
部
組
織
で
あ
る「
策
定
委
員
会
」、

実
戦
部
隊
で
あ
る「
策
定
委
員
会
部
会
」

（
６
部
会
）に
分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
の
中
で
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
施

策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
特
に
、「
策

定
委
員
会
部
会
」は
、「
共
に
考
え
、
共

に
行
動
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
行

政
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
施
策
の
方
向
性
だ
け
で
な

く
、
計
画
の
文
言
に
つ
い
て
も
吟
味
す
る
な
ど
、
計
画

作
り
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
村
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
）
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
東
海
村
総
合
計
画

審
議
会
や
東
海
村
議
会
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
住
民
と
行
政
が
共
有
す
る「
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
」
と
し
て
、「
後
期
基
本
計
画
」
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
の
内
容
は
？

　

「
後
期
基
本
計
画
」は
、「
基
本
構
想
」で
定
め
る
６
つ

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標（
①
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
、
②
支
え
あ
っ
て
い
き
る
ま
ち
、
③
個
性
と
い
き
が

い
を
育
む
ま
ち
、
④
新
た
な
可
能
性
を
創
る
ま
ち
、
⑤

快
適
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
⑥
信
頼
で
つ
な
ぐ
自
治

の
ま
ち
）
ご
と
に
、「
前
期
基
本
計
画
」
で
の
取
り
組
み

の
成
果
、
現
況
、
課
題
を
分
析
し
、
今
後
５
年
間
の
施

策
の
方
向
性
を
整
理
し
て
、
31
の
政
策
分
野
と
し
て
示

し
て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。

今
後
の
計
画
の
進
行
管
理
は
？

　

村
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
下
で
、
計
画

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、「
後
期

基
本
計
画
」
に
定
め
た
施
策
を
効
率
的
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
手
段
に
よ
り
計
画
の
進

行
管
理
を
行
い
ま
す
。

行
政
内
部
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
進
行
管
理

　

「
実
施
計
画
」と「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
２
つ
の
制

　良い「まちづくり」とは、
住民一人一人と行政が協力
し、つくり上げていくもの
だと考えます。
　微力ではありますが、皆
さんと力を合わせ、「住み

やすく、誇りに思える東海村」にしていきた
いと思います。

神永敦嗣さん（個性といきがいを育むまち部会）

　昭和30年に村松村と石神村が合併
して東海村が誕生。昭和32年には石
神駅も東海駅に改名。しかし、陸橋階
段の壁には、その後もずっと石神駅と
書かれたままとなっていた。石神村で
育った友人は、その石神駅の表示を見

るたびに、なぜか心休まると言っていた。「まちづくり」
には、古き良きものを大切にすることも必要だろう。

笹尾信之さん（新たな可能性を創るまち部会）

　何の知識もないまま策定に参加し、
戸惑いながらも徐々に意見を言える
ようになりました。まちづくりは、幅
が広く奥が深いもの。高い識見を要す
ることもありますが、一住民感覚を持
つ者でも参加できると知りました。計

画の実行に当たっては、多くの住民の参加を得、行政と
の二人三脚で素晴らしいまちをつくっていきたいです。

武藤邁さん（快適で人にやさしいまち部会）

　「どんな立場や状況の人
にも住みやすい村に」を目
指し、この計画がどのよう
に実行されていくのかを見
守ると同時に、住民がもっ
と深く「まちづくり」にかか

わるにはどうしたら良いのかを考えていきた
いと思います。

溝口道代さん（信頼でつなぐ自治のまち部会）

活発な議論を行う委員の皆さん

● 7
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度
を
用
い
て
、
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
実
施
計
画
…
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

計
画
に
示
し
た
方
向
性
に
基
づ
き
、
毎
年
、
向
こ
う

３
年
間
に
実
施
す
る
予
定
の
事
業
を
定
め
、
行
財
政

運
営
の
基
本
と
す
る
も
の
で
す（
図
１
参
照
）。

②
事
務
事
業
評
価
…
前
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
、
事
業
ご
と
に
一
定
の
指
標（
数
値
）を
用

い
て
評
価
す
る
も
の
で
す
。
評
価
結
果
は
、
実
施
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
実
施
計
画
に
お

い
て
事
業
の
方
向
性
を
決
定
し
ま
す
。

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
進
行
管
理

　

４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
区
が
自
治
会
へ
と
移

行
し
ま
し
た
が
、
村
で
は
、
将
来
的
な
学
区
自
治
会
設

立
を
視
野
に
入
れ
、
６
つ
の
小
学
校
区
ご
と
に「
地
区

委
員
会
」を
設
立
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

地
区
委
員
会
に
は
、
総
合
計
画
に
定
め
る
基
本
目
標

ご
と
に
、「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
部
会
」「
支
え
あ
っ

て
い
き
る
ま
ち
部
会
」
な
ど
６
部
会
が
設
け
ら
れ
る
予

定
で
す
。
各
部
会
は
、
地
域
で
活
動
す
る
各
種
団
体

の
関
係
者
の
ほ
か
、「
後
期
基
本
計
画
」の
策
定
に
か
か

わ
っ
た
方
々

や
、
活
動
へ
の
参
画
を
希
望
す
る
方
々

で

構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

方
々

が
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
福
祉
、
教

育
、
環
境
、
農
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
の
指
針
と
し
て
、「
後
期
基
本
計
画
」を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　

村
で
も
、
各
課
間
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、「
後

期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
地
区
委
員
会
に
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
各
地
域
の
実
情
や
将
来
像
な
ど
に
つ
い

●
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す

●
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
原
子
力
災
害
や
自
然
災
害
、
有
事
か

ら
守
る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す

●
住
民
が
安
心
で
き
る
救
急
体
制
を
整
備
し
ま
す

●
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す

●
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
、
誰
も
が
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通
手
段
を
整

備
し
ま
す

●
住
民
の
環
境
意
識
を
高
め
る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す

●
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
を
図
り
ま
す

●
東
海
村
公
園
墓
地
須
和
間
霊
園
の
適
正
な
管
理
と
貸
付
促
進
に
努
め
ま
す

●
公
害
の
未
然
防
止
と
環
境
保
全
に
努
め
ま
す

●
住
民
が
安
全
・
安
心
し
て
生
活
で
き
る
防
犯
・
交
通
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す

●
地
域
の
誰
も
が
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、と
も
に
助
け
合
う
気
持
ち
を
育
て
る
、「
出

会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
を
実
現
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
ま
す

●
健
康
で
介
護
不
安
が
な
い
高
齢
者
を
増
や
し
ま
す

●
障
が
い
者
が
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
環
境
を
つ
く

り
ま
す

●
高
齢
者
の
不
安
を
解
消
し
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
や
施
設

で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

●
元
気
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す（
子
育
ち
・
子
育
て
）

●
住
民
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
す

●
住
民
の
健
康
の
維
持
・
回
復
を
支
援
し
ま
す

●
学
校
・
幼
稚
園
で
は
、
家
庭
・
地
域
と
協
力
し
、
社
会
の
変
化
の
中

で
主
体
的
・
創
造
的
に
力
強
く
生
き
て
い
け
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す

●
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
し
、
い

つ
で
も
誰
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す

●
家
庭
・
地
域
と
協
力
し
、
安
全
で
、
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す

●
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
に
努

め
ま
す

●
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
活
発
化
さ

せ
、
豊
か
な
心
、
強
健
な
体
を
育
て
ま
す

●
村
の
歴
史
・
文
化
を
知
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
み
ま
す

 　「人・自然・文化が　響き合うまち」の実現

●
誰
も
が
生
涯
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す

【
理
念
】
【
基
本
目
標
】【

政

策

分

野

】

【

政

策

体

系

・

政

策

レ

ベ

ル

】

個性といきがいを育むまち 支えあっていきるまち 安心して住めるまち

14
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
環
境

づ
く
り

13
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
社
会

の
形
成

12
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成

11
地
域
医
療
体
制
の
確
立

10
保
健
事
業
の
充
実

９
児
童
福
祉
の
推
進

８
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

７
高
齢
者
福
祉
の
推
進

６
地
域
福
祉
の
充
実

５
生
活
環
境
の
整
備

４
多
様
な
交
通
手
段
の
整
備
と

自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

３
消
防
防
災
体
制
の
充
実

２
地
域
防
災
対
策
の
充
実

１
原
子
力
安
全
対
策
の
充
実
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て
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
の
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
計
画
は
、〝
策
定
し
て
終
わ
り
〞で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
策
定
し

た
計
画
は
、
進
行
管
理
に
つ
い
て
も
協
働
で
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

合

せ

　

政
策
審
議
室（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
７
１
）

●
農
業
を
元
気
に
す
る
取
組
み
を
支
援
し
ま
す

●
農
産
物
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す

●
地
域
自
治
の
活
性
化
と
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す

●
観
光
に
よ
る
集
客
力
を
高
め
、
経
済
効
果
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す

●
商
工
業
の
活
性
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す

●
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
消
費
者
を
増
や
し
ま
す

●
ひ
た
ち
な
か
地
区
開
発
を
推
進
し
ま
す

●
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
の
形
成
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
ま
す

●
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す

●
い
ま
あ
る
自
然
を
守
り
、
緑
豊
か
で
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す

●
土
地
利
用
計
画
な
ど
に
基
づ
い
た
暮
ら
し
や
す
い
都
市
環
境
を
整
備

し
ま
す

●
誰
も
が
快
適
に
、
安
心
し
て
親
し
め
る
み
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

●
誰
も
が
快
適
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

●
汚
水
や
雨
水
を
適
切
に
処
理
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
し
ま
す

●
い
つ
で
も
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し
ま
す

●
共
通
課
題
を
持
つ
市
町
村
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

●
行
政
の
政
策
情
報
、
地
域
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
し
、
開
か
れ

た
村
政
経
営
を
め
ざ
し
ま
す

●
住
民
本
位
の
施
策
手
段
の
立
案
に
努
め
ま
す

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女

の
平
等
な
参
画
を
支
援
し
ま
す

●
国
内
他
都
市
と
の
交
流
を
進
め
ま
す

●
姉
妹
都
市
、
外
国
人
と
の
交
流
を
通
し
て
国
際
理
解
を
促
進
し
ま
す

●
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す

●
総
合
計
画
の
具
現
化
に
向
け
、
行
政
推
進
基
盤
を
強
化
し
ま
す

 　「人・自然・文化が　響き合うまち」の実現
（図２）後期基本計画体系図

　村では、「後期基本計画」のダイジェスト版を、４月中旬に自治

会を通じて各世帯に配布しました。また、ダイジェスト版は、役場

の総合案内のカウンターや政策審議室のほか、各コミュニティセン

ター、中央公民館、図書館に置いてありますの

で、自治会に加入していない方は、各施設を利

用する際にお持ちください。

　「後期基本計画」は、村の将来像を描くとともに、

今後５年間のまちづくりの方向性を示した、皆さ

んに関係の深い計画ですので、ぜひ、お読みく

ださい。なお、「後期基本計画」の本編は、政策

審議室で１冊1,000円で販売しているほか、東海

村ホームページでもご覧になることができます。

後期基本計画のダイジェスト版をご覧ください

信頼でつなぐ自治のまち 快適で人にやさしいまち 新たな可能性を創るまち

30
国
内
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進

29
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

28
村
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

27
広
域
連
携
の
推
進

26
上
下
水
道
の
整
備

25
快
適
・
安
心
の
住
ま
い
づ
く
り

24
潤
い
の
あ
る
み
ち
づ
く
り

23
暮
ら
し
や
す
い
都
市
環
境
の
整
備

22
調
和
の
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

21
自
然
環
境
と
生
態
系
の
保
全

20
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
の

形
成

19
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
ひ

た
ち
な
か
地
区
開
発

18
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
消
費
者
対
策

17
交
流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
す

観
光
の
推
進

16
商
工
業
の
振
興

15
魅
力
あ
る
農
業
の
振
興

31
効
率
的
な
行
財
政
運
営
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行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
の
行
政
相
談
制
度
に

つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月
と
10
月
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
行
政
相
談
週
間
に
は
、
全
国
に
行
政
相

談
の
窓
口
を
設
置
し
、
各
種
の
行
政
相
談
活
動
を
集
中

的
・
重
点
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容

　

「
分
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

こ
ん
な
と
き

は
、
ぜ
ひ
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
の
行
政
相
談
委
員

　

村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
川
松
文
夫
さ
ん
で
す（
石

神
内
宿
２
４
２
６
‐
１　

☎
282
局
３
７
５
６
）。
相
談

は
、
自
宅
や
定
例
相
談
所
な
ど
で
常
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

定
例
行
政
相
談

▼
期　
　

日 

毎
月
第
３
・
４
・
５
金
曜
日

▼
時　
　

間 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
第
４
・
５
金
曜

日
は
正
午
ま
で
）

▼
場　
　

所 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」

問

合

せ

　

茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課（
☎
221
局

３
３
４
７
）、
行
政
苦
情
１
１
０
番（
☎
253
局
１
１
０
０
）

５
月
22
日（
月
）
か
ら
28
日（
日
）
ま
で
は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

飼い主のモラルが問われています

　近年、飼い犬・飼い猫に関する苦情が多く寄

せられています。他人に危害を与えないために

も、飼い主の皆さんは、①散歩時のふんを持ち

帰る②犬の放し飼いをしない③犬の無駄ぼえを

防ぐために、根気強くしつける④野良猫に餌を

与えない――をきちんと守りましょう。

犬・猫の去勢・避妊手術費を補助します

　村では、犬・猫の無秩序な繁殖を抑制し、野

良犬等による危害を防止するために、飼い犬（畜

犬登録および狂犬病予防注射済）、飼い猫の避

妊・去勢手術費を補助します。

●補助費用 去勢手術…3,000円／頭　避妊手

術…4,000円／頭

●申し込み 所定の申込書に必要事項を記入

し、印鑑を持参の上、経済環境部環境政策課

環境保全係へ申し込みください。なお、手術

後の申請に対する補助は行いませんので、ご

注意ください。

狂犬病予防注射を受けましょう

　狂犬病とは、ウイルス性の感染症の一つで、

発症した動物にかみつかれることで感染し、ま

ひやけいれんなどを起こす恐ろしい病気です。

そこで、犬やそのほかの動物に検疫を義務付け

ることで、狂犬病の侵入防止を図っています。

また、生後91日以上の犬に対する登録制度を

実施することにより、飼育動向を把握しながら

年１回の予防接種を義務付けています。今年度

の狂犬病予防注射実施日は右表のとおりです。

平成18年度狂犬病予防注射実施日
期　　日 場　　所 時　　間

５月18日（木）

舟石川２区集会所 ９：00 ～９：20
舟石川コミュニティセンター ９：30 ～ 10：20
船場営農センター 10：30 ～ 10：45
中央公民館 10：55 ～ 11：15
須和間集会所 11：25 ～ 11：40
南台集会所 13：00 ～ 13：45
中丸コミュニティセンター 13：55 ～ 14：15
緑ヶ丘集会所 14：25 ～ 14：50

５月19日（金）

外宿１区集会所 ９：00 ～９：15
石神コミュニティセンター ９：25 ～９：50
内宿２区集会所 10：00 ～ 10：15
白方コミュニティセンター 10：25 ～ 11：05
川根集会所 11：20 ～ 11：35
真崎コミュニティセンター 13：00 ～ 13：50
村松コミュニティセンター 14：00 ～ 14：30
照沼集会所 14：40 ～ 14：50

５月20日（土）

外宿２区集会所 ９：00 ～９：15
竹瓦集会所 ９：25 ～９：40
亀下集会所 ９：50 ～ 10：05
豊岡営農集落センター 10：15 ～ 10：30
岡集会所 10：40 ～ 10：55
豊白集会所 11：05 ～ 11：20

役場庁舎裏駐車場
11：30 ～ 12：00
13：00 ～ 14：00

費　　用

①新たに登録する犬…6,500円（内訳…登録料
3,000円／予防注射2,950円／予防注射済票550
円）　②登録済みの犬…3,500円（内訳…予防
注射2,950円／予防注射済票550円）

そ の 他

村から郵送された犬の登録（予防注射済票交
付）申請書を持参してください。また、この
３日間に狂犬病予防注射を受けられない場合
は、お近くの動物病院で受けてください。

犬・猫の飼い主の皆さんへお願い

問 合 せ　経済環境部環境政策課環境保全係（☎282-1711　内線1451）
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４月１日から20日まで、春の風物詩である｢第18回東海さ

くらまつり｣が阿漕ケ浦公園で開催され、薄紅色に彩られ

た会場を訪れた人々は思わず顔をほころばせていました。

８・９日にはメーンイベントが行われ、テレビで人気の

キャラクターショーは、たくさんの家族連れなどで大に

ぎわい。中学生なども加わっての東海太鼓や津軽三味線は、

迫力と初々しさで来場者を魅了しました。また、美しい箏
こと

の

音色を聴きながら、見事に咲き誇った桜を見上げる家族や

仲間同士など、楽しいひとときを過ごしているようでした。

●さわやかな日差しの中、咲き誇った桜の花

みんな笑顔のキャラクターショー

魅了！　さわやか！　東海太鼓 軽快な動きで笑いを誘う 天高く響きわたる歌声

箏
こと

の音色がゆっくりと心にしみわたる 夜はライトアップされて幻想的な雰囲気に

心地よい春の訪れを感じながらの散歩
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【
俳　

句
】

籠
に
揺
れ
白
き
夢
み
る
蕗
の
と
う

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

独
り
居
の
般
若
心
経
日
脚
伸
ぶ

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
今
年
は
派
手
に
赤
の
濃
し

 
村　

松　

正
木　

幹
夫

外
出
の
は
す
に
か
ま
え
る
春
疾
風

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

香
た
む
け
祈
る
佛
前
百
合
の
花

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

辛
夷
咲
く
故
郷
偲
ぶ
北
の
国

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

う
ぐ
い
す
に
誘
わ
れ
遠
く
散
歩
か
な

 

外　

宿　

西
山　

純
一

病
め
る
身
を
風
に
晒
せ
り
桜
草

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

麦
笛
に
誘
わ
れ
童
集
い
け
り

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

風
寒
く
春
は
名
の
み
の
弥
生
か
な

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　
　

【
短　

歌
】

春
ひ
と
日
ひ
な
の
祝
い
を
男
孫
も
ち
来
て
し
ば
し
吾
を

慰
さ
む 

船　

場　

村
上
よ
り
子

凍
て
つ
い
た
土
よ
り
出
で
し
ふ
き
の
と
う
庭
木
に
さ
き

が
け
春
を
告
げ
る
か 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

そ
の
少
年
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」
で
開
催
さ
れ
た「
頼
れ
る
お
父

さ
ん
講
座（
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
）」
で

し
た
。
少
年
は
50
か
ら
60
代
の
大
人
の
中
で
、
１

人
１
番
後
ろ
の
席
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
話
し
掛

け
て
も
、
た
だ「
は
い
」「
い
い
え
」な
ど
、
必
要
最

小
限
の
こ
と
を
答
え
る
だ
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
、
昨
年
の
11
月
に
お
も
ち
ゃ
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
、
現
在
12
人(
女
性
１
人)

で

主
に
幼
児
用
の
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理

に
関
し
て
は
素
人
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
技
術
の

プ
ロ
で
あ
り
、
お
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
そ
の
少
年

は
、
大
人
と
違
っ
た
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
お
も
ち
ゃ
の
構
造
や
ゲ
ー
ム
機
の
操
作
な

ど
の
知
識
が
豊
富
で
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
少
年
に
対
し
て
私
た
ち
は
、
自

分
た
ち
が
修
得
し
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
修
理
し
た
結
果
を
聞
く
だ

け
で
な
く
、「
な
ぜ
そ
こ
が
悪
い
と
考
え
た
の
か
」

「
そ
の
た
め
に
何
を
し
た
か
」な
ど
、
で
き
る
だ
け

詳
細
に
話
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情
は
指
導
者
に

な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
修
理
の
内
容
を
説
明
す

る
そ
の
少
年
の
表
情
は
緊
張
で
は
な
く
、
少
し
ず

つ
技
術
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
年
齢
を
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
な
く
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
」
が
、

若
い
人
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
し
、
技
術
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て

も
、少
年
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
、

技
術
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
た
ち
の
活
動
と
し
て
は
、
お
も
ち

ゃ
の
修
理
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
れ
を
作
り
た
い

が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
な
ど
、
お
も
ち
ゃ
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ７４

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

あ
る
少
年
技
術
者
と
の
出
会
い

お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
う
か
い
会
長

船
場　

金か
ね

子こ　

記き

一い
ち
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ＶＯＬ .  ８４

エッセー頑張る

今どきの
青少年昨

年
の
夏
、
地
域
福
祉
事
業
と
し
て「
頼
れ
る

お
父
さ
ん
講
座
」の
中
の
、「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

養
成
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
僕
は
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
機
械
に
興
味
が
あ
り
、
こ
の
講
座
の
こ

と
を
聞
い
て
か
ら
は
、
趣
味
だ
け
で
は
な
く
、
人

の
役
に
立
つ
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
創
設
さ
れ
た

「
お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
う
か
い
」の
活
動
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
団
体
で
の
主
な
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
そ
の
個
人
や
団
体
を

通
し
て
預
か
っ
て
修
理
し
た
り
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
、
そ
の
場
で
修
理
し
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
育
児
施
設
に
直
接
行
っ
て
修
理
の

必
要
が
あ
る
お
も
ち
ゃ
を
預
か
っ
た
り
も
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
い
く
つ
か
学
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
団
体
の
メ
ン

バ
ー
は
、
僕
以
外
の
全
員
が
大
人
の
方
で
す
が
、

技
術
者
と
し
て
働
い
て
き
た
経
験
者
ば
か
り
な
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
中

途
半
端
に
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
技
術
を

あ
ら
た
め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
プ
ロ
の
方

と
接
す
る
こ
と
で
、
趣
味
程
度
だ
っ
た
技
術
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
本
業
と
す
る
た
め
の
技
術
と
し

て
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
学
ぼ
う
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
点
か
ら
も
考
え

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け

に
、
将
来
は
お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー

の
よ
う
な
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
も
定
ま
っ
て
き
て
、
勉
強
に

も
今
ま
で
以
上
に
身
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
で
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
、
そ
れ
を
広
い
分
野
で
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

寒
き
夜
の
夢
に
出
で
き
し
老
い
し
父
凍
で
つ
く
土
間
に

夜
鍋
し
て
お
り 

村　

松　

高
橋　

正
弘

あ
か
あ
か
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
照
り
映
え
る
並
木
の
櫻

艶
や
か
に
し
て 

南　

台　

根
本
内
俊
男

春
さ
む
き
今
年
も
咲
け
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
し
桜
を

わ
れ
は
見
に
行
く 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

年
ふ
れ
ば
や
す
や
す
と
友
が
旅
に
立
つ
紅
豊
後
満
開
の

朝 

内　

宿　

村
上　

文
江

校
庭
の
桜
朝
日
に
映
え
て
お
り
去
る
先
生
を
子
等
が
見

送
る 
船　

場　

舛
井
庫
之
助

夫
逝
き
て
空
し
く
過
ぎ
し
こ
の
一
年
墓
碑
の
完
成
に
こ

こ
ろ
安
ら
ぐ 

外　

宿　

高
槌　

す
み

空
よ
り
も
海
青
暗
く
夕
暮
れ
し
故
里
を
遠
く
見
つ
つ
帰

り
来 

舟
石
川　

舛
井　

昭
恵

さ
み
ど
り
の
葉
の
広
が
り
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
い
ま
だ
お

さ
な
き
蕾
の
い
と
し 

外　

宿　

小
林
美
代
子

わ
が
村
の
桜
の
満
開
娘
ら
と
見
つ
つ
め
ぐ
り
ぬ
感
謝
を

し
つ
つ 

船　

場　

中
井
川
し
げ

先
を
行
く
孫
の
二
人
は
桜
よ
り
露
店
に
並
ぶ
お
面
指
さ

す 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

何
と
な
く
時
を
過
せ
し
老
い
二
人
淡
き
想
い
を
抱
く
事

な
く 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

集
い
た
る「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」皆
笑
顔
桜
ま
ぶ
し
き
阿

漕
ケ
浦
に 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

あ
た
た
か
き
日
々

の
続
け
り
わ
が
畑
の
草
取
り
を
れ
ば

土
や
は
ら
か
し 

村　

松　

桜
井　

秀
子

ひ
と
し
き
り
吹
く
強
風
に
ゆ
ら
ぎ
つ
つ
中
空
に
白
し
木

蓮
の
花 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

甘
き
香
を
身
に
纏
ひ
た
る
心
地
し
て
一
年
経
し
味
噌
樽

よ
り
移
す 

船　

場　

吉
沼　

良
子

「
お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
う
か
い
」
に
参
加
し
て

東
海
中
学
校
３
年

豊
岡　

小お

田だ　

賢け
ん

一い
ち

朗ろ
う
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Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

■
開
館
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

５
月
14
日（
日
）〜
20
日（
土
）

５
月
21
日（
日
）
〜
６
月
24
日（
土
）

第３回写団合同展第19回東海村芸術祭
　

ひ
た
ち
な
か
市
に
根
を
張
っ
た
写
真
同
好
会

３
団
体
の
年
間
を
通
じ
た
作
品
発
表
展
示
会
で

す
。
生
涯
学
習
を
地
域
に
還
元
し
、
融
和
を
図

り
、
自
己
研
さ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
※
最
終
日
は

午
後
２
時
ま
で
の
開
館
。

　毎年、自由で伸び伸びした作品が多いと
好評です。きっと、心休まる作品に出会え
ることと思います。ぜひ、ご来場ください。
※毎週土曜日は午後３時までの開館。

写真連盟 ５月21日（日）～ 27日（土）
書道連盟 ５月28日（日）～６月３日（土）

美術連盟
前期６月４日（日）～ 10日（土）
後期６月11日（日）～ 17日（土）

水墨画連盟 ６月18日（日）～ 24日（土）

　

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
が
小
学
校
修
了
前（
12
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、

所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
支
給
対
象
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成
18

年
９
月
30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、

特
例
と
し
て
、
４
月
１
日
ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

小
学
４
年
生
の
児
童
が
い
る
方

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
５
・
６
年
生
の
児
童
が
い
る
方

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
は「
認
定
請

求
」の
手
続
き
が
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は「
額
改
定
認
定
請
求
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

所
得
制
限
に
よ
り
受
給
し
て
い
な
い
方

　

所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
所
得
制
限
限
度
額
内
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、「
認
定
請
求
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、

児
童
手
当
の
支
給
対
象
拡
大
に
伴
う
案
内
や
手
続

き
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
を
通
し
て
配
布

し
て
い
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
６
９
）

放
置
違
反
金
制
度
の
導
入

　

放
置
違
反
金
制
度
と
は
、
放
置
駐
車
違
反
車
両（
確

認
標
章
を
取
り
付
け
ら
れ
た
車
両
）
に
つ
い
て
、
運
転

者
に
責
任
を
追
及
で
き
な
い
場
合
に
、車
両
使
用
者（
通

常
は
車
検
証
に
記
載
さ
れ
た
方
）
が
放
置
違
反
金
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
放
置
違
反
金
納

付
命
令
を
繰
り
返
し
受
け
た
常
習
違
反
者
は
、
一
定
期

間
、
車
両
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
、
公
安
委
員
会
か

ら
督
促
を
受
け
た
方
は
、
滞
納
処
分
に
よ
る
強
制
徴
収

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
放
置
違
反
金
が
納
付
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
車
検
の
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

駐
車
監
視
員

　

警
察
官
や
交
通
巡
視
員
の
ほ
か
、
民
間
の
駐
車
監
視

員
が
巡
回
し
、
放
置
駐
車
違
反
車
両
を
取
り
締
ま
り
ま

す
。
駐
車
監
視
員
は
、
地
域
住
民
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
踏
ま
え
て
策
定
・
公
表
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定

め
ら
れ
た
場
所
・
時
間
帯
を
重
点
的
に
巡
回
し
ま
す
。

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
実
現

　

１
台
１
台
の
駐
車
は
短
時
間
で
も
、
そ
の
よ
う
な
駐

車
が
横
行
す
れ
ば
、交
通
の
大
き
な
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、

事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
駐

車
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
違
反
車
両
を
取

り
締
ま
る
こ
と
で
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
実
現
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問

合

せ

　

茨
城
県
警
察
本
部
交
通
指
導
課（
☎
301
局
０
１
１
０
）

６
月
１
日（
木
）か
ら

違
法
駐
車
の
取
り
締
ま
り
が
変
わ
り
ま
す

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

〜
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
と
所
得
制
限
の
緩
和
〜
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

国
民
年
金

だ 

よ 

り

新
し
い
雑
誌
が
入
り
ま
し
た

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
新
し
く
入
っ
た
雑
誌
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
図
書
館

　

①「
か
が
く
の
と
も
」（
月
刊
・
幼
児
・
児
童
雑
誌
）

②「
こ
ど
も
の
と
も
０
・
１
・
２
」（
月
刊
・
幼
児
・
児
童

雑
誌
）　

③「
子
供
の
科
学
」（
月
刊
・
幼
児
・
児
童
雑

誌
）　

④「
日
経
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
＋
」（
月
刊
・
幼
児
・
児
童
雑

誌
）　

⑤「
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
」（
月
刊
・
男
性
総
合
誌
）　

⑥「
自
遊
人
」（
隔
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）　

⑦「
Ｃ

Ａ
Ｒ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」（
月
刊
・
自
動
車
情
報

誌
）　

⑧「
た
し
か
な
目
」（
月
刊
・
消
費
者
情
報
誌
）

◆
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

①「
ゆ
う
ゆ
う
」（
月
刊
・
女
性
総
合
誌
）　

②「
旅
行

読
売
」（
月
刊
・
旅
行
誌
）　

③「
３
分
ク
ッ
キ
ン
グ
」（
月

刊
・
料
理
雑
誌
）

◆
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

①「
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」（
月
刊
・
女
性
総
合
誌
）　

②

「
お
と
な
の
い
い
旅
」（
月
刊
・
旅
行
誌
）

◆
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

①「
天
然
生
活
」（
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）　

②

「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」（
月
刊
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
）

◆
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

「
わ
た
し
の
カ
ン
ト
リ
ー
」（
季
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

◆
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

①「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
」（
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
）　

②「
小
説
新
潮
」（
月
刊
・
旅
行
誌
）

納
付
書
納
付
と

口
座
振
替

　

納
付
書
に
よ
る
納
付

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
18
年
４
月
に
送
付
し

た
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
郵
便
局
・
金
融
機

関
・
社
会
保
険
事
務
所
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口
で
納
付
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
、
夜
間
や
休
日
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。

　

前
納
ま
た
は
納
付
し
よ
う
と
す
る
月
の
納
付
書
を
切

り
離
し
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
の
保
険
料

を
添
え
て
、
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
に
送
付
し
た
納
付
書
で
、「
納
付
期
限
」か
ら
２

年
間
は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（「
使
用
期
限
」

が
過
ぎ
た
納
付
書
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

便
利
な
口
座
振
替

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
利
用
す

る
と
、
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険

料
が
引
き
落
と
さ
れ
、
と
て
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替

の
手
続
き
は
、「
口
座
振
替
依
頼
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、取
り
扱
い
金
融
機
関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
や
引
き
落
と
し
に
は
、
一
切
手
数
料
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。

※「
口
座
振
替
依
頼
書
」は
、
年
度
分
用（
12
か
月
分
）納

付
書
の
２
枚
目
に
と
じ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り

扱
い
金
融
機
関
お
よ
び
保
健
年
金
課
の
窓
口
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜

　　　　日を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手

　　　　遊びなどを行います。

休館日
５月15日（月）・22日（月）

　　  29日 （月）・31日（水）

６月５日（月）

ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

▼
期　
　

日 

５
月
12
日（
金
）

▼
時　
　

間 

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

▼
対　
　

象 

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

▼
内　
　

容 

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

４
月
23
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で｢

子
ど
も
の
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

が
行

わ
れ
、
東
海
村
立
図
書
館
が
平
成
18
年
度
子
ど
も
読
書

活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
、「
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
館
当
初
か
ら
続

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ｢

た
ん
ぽ
ぽ
の
会｣

に
よ
る
お
は
な
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
大
型

絵
本
・
紙
芝
居
の
重
点
収
集
な
ど
に
よ
る
充
実
し
た
絵

本
コ
ー
ナ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
図
書

の
貸
し
出
し
・
返
却
が
で
き
る
制
度
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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募集

平成 18 年４月１日現在
前月比

世帯数 13,017 世帯  ＋ 30
総人口 35,699 人 ＋ 44
　男 17,899 人 　＋ 7
　女 17,800 人 ＋ 37

人口と世帯数 5・10 号／お知

クアップ／May

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

●日　　時 毎月第３木曜日　午前９時～11時

●場　　所 サンフラワーこどもの森保育園

●対　　象 保育園に入園していない０歳から

就学前までの乳幼児とその親（先着40組）

●内　　容 クレヨン・新聞紙遊びや園外遊び

など

●参 加 費 100円／回

●そ の 他 ①平成18年度の前期（９月まで）

会員の募集です。②看護師による育児相談を

実施します。

●申し込み・問合せ サンフラワーこどもの森

保育園（☎287-7111）

子育て支援事業
「こどもの森親子ランド」会員募集

　

■期　　日 ７月８日（土）
■場　　所 東京宝塚劇場
（東海文化センター発着）
■演　　目 月組「暁のロー
マ」、「レ・ビジュー・ブ
リアン」
■定　　員 80人
■参 加 費 12,000円 ／ 人
（バス代､Ｓ席入場券、昼
食代、保険代含む）
■申し込み 往復はがきに参加を希望する方全
員（はがき１枚につき２人まで）の住所・氏
名・年齢・電話番号を記入の上、５月23日
（火）まで（必着）に東海文化センター「宝塚歌
劇鑑賞バスツアー」係（〒319-1115　東海村船
場768-1）へ郵送してください。なお、申し込
みは１人はがき１枚のみとなります。
■そ の 他 ①応募者多数の場合は抽選となり
ます。②当選後のキャンセルはお断りしてい
ますのでご了承ください。
■問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財団
（東海文化センター内　☎282-8511）

宝塚歌劇鑑賞バスツアー参加者募集

●日　　時 ６月４日（日）　午前９時から

●場　　所 総合体育館

●種　　目 団体戦…一般男子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、一

般女子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　個人戦…一般男子Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ、一般女子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　

●参 加 費 1,500円／チーム、400円／人　

※連盟未登録者は５割増しとなります。

●申し込み 総合体育館に備え付けの申込用

紙に必要事項を記入の上、５月18日（木）ま

でに、ファクシミリ

（FAX282-2955）で 申

し込むか、総合体育館

の申込箱に入れてくだ

さい。

●問 合 せ 本石章司さん（☎282-2955）

東海村春季卓球大会
参加者募集

　東海まつり実行委員会では、昨年“ふるさと

まつり”を目指して新たな一歩を踏み出しまし

た。さらに、今年行われる｢第28回東海まつり」

をより一層にぎわいのある楽しい祭りにするた

め、新たに実行委員を募集します。あなたの手

で東海まつりを大いに盛り上げてみませんか。

また、祭りに関する新しいアイデアがありまし

たら、ぜひお寄せください。

●対　　象 高校生以上の村内在住・在勤の方

●申し込み・問合せ ５月31日(水)までに、東

海まつり実行委員会事務局(☎283-2141）へ申

し込みください。

東海まつり
実行委員募集

Ⓒ宝塚歌劇団
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
14日(日) 村立東海病院 282-2188
21日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141

28日(日) 村立東海病院 282-2188

５月の休日診療日程

●期　　日 ５月31日から７月５日までの毎

週水・土曜日（全10回）　※６月17日（土）を

除きます。

●時　　間 午後７時～９時

●場　　所 総合体育館弓道場

●対　　象 中学生以上で、

村内在住・在勤・在学の方

および村内在勤者の同居家

族の方

●定　　員 先着40人（最少

催行人員20人）

●参 加 費 1,750円／人

●申し込み・問合せ ５月27日（土）までに、参

加費を添えて総合体育館（☎283-0673）へ申

し込みください。

チャレンジスクール
弓道の部part１参加者募集

ご協力ください！
高齢者状況調査
　村では、65歳以上の高齢者の方を対象に状

況調査を実施しています。この調査は、独り

暮らしや寝たきりなど、高齢者の方の状況を把

握することで、福祉サービスの向上や緊急時の

迅速な対応に役立てることを目的としたもので

す。民生委員が、８月上旬までの予定で、高齢

者の方のご自宅を訪問し調査を行いますので、

皆さんのご協力をお願いします。

●調査内容 生活状況や健康状態、家族構成など

●調査方法 各地区の担当民生委員が、高齢者

（65歳以上）の方のご自宅を訪問し聞き取り

による調査を行います。

●問 合 せ 福祉部高齢福祉課高齢福祉係（内

線1271）

エトセトラ
　子どもの気管支ぜんそくを中心とした講演会

です。アレルギーとの上手な付き合い方を学び

ませんか。

●期　　日 ６月５日（月）

●時　　間 午後１時30分～３時30分

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住で、未就学児の保護者の

方（30人程度）

●演　　題 「子どものアレルギーについて」

●講　　師 黒田わかさん（茨城県立こども病

院医師）

●参 加 費 無料

●そ の 他 予約制の保育サービス（無料）があ

りますので、ご利用ください。

●申し込み・問合せ ５月19日（金）までに、保

健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

子どものアレルギー
講演会参加者募集

「東海さくらまつり写真コンテスト」写真展

　東海村写真連盟では、「東海さくらまつり」の
写真コンテストで入賞・入選された作品を展示
します。ぜひ、ご鑑賞ください。
■期　　日 ５月16日（火）～ 21日（日）
■時　　間 午前９時～午後９時　※最終日は
午後２時までとなります。

■場　　所 石神コミュニティセンター
■問 合 せ 根本哲成さん（東海村写真連盟事
務局　☎283-1123）

家庭用生ごみ処理機器の
購入費を補助します
　村では、生ごみの減量化・資源化を目的に、

家庭用生ごみ処理機器（電動生ごみ処理機・コ

ンポスト容器）の購入費を補助します。

●補助金額 ①電動生ごみ処理機…20,000円

を上限に販売価格の２分の１を補助します

（１世帯当たり１台まで）。②コンポスト容

器…１台につき4,000円を上限に、販売価格

の２分の１を補助します（１世帯当たり２台

まで）。

●申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課

環境保全係（内線1451）に申し込みを済ませ、

受け取った整理券と印鑑を持参の上、販売店

で購入手続きを行ってください。
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新たな農業支援事業
説明・相談会を開催します
　村では、平成18年度から新たに、①農業を

始める方②就農を目的とした農業実習を受ける

方③定年帰農者等グループ④定年後・退職後に

農業を始める方――への支援事業を始めます。

　支援を受けるに当たり、それぞれ条件等があ

りますのでお問い合せください。なお、東海村

ホームページでもご覧になれます。

新たな農業支援事業の説明・相談会

●期　　日 ５月25日（木）

●時　　間 午後１時30分～３時30分

●場　　所 役場行政棟４階403会議室

●対　　象 農業を始める方や帰農する方、農

業実習を受ける方など

問 合 せ

　経済環境部経済課地域農政係（内線1433）

　ドイツ在住の豊原奏さん・さやかさん夫妻が

奏でるテノールとチェロのコンサートです。皆

さんお誘い合わせの上、ご来場ください。

●期　　日 ５月27日（土）

●時　　間 午後２時開場　午後２時30分開演

●場　　所 東海文化センター

●入 場 料 大人（大学生以上）…1,500円／人　中

学・高校生…1,000円　小学生以下…700円／人

●問 合 せ みぎわ幼稚園（☎282-9155）

ドイツからの春譜
テノールとチェロのコンサート

　「ごみゼロの村」を目指す環境美化運動とし
て、春のクリーン作戦を実施します。ごみのな
いきれいなまちにしましょう。
■日　　時 ５月28日（日）　午前７時～８時
※雨天の場合は、６月４日（日）に順延とな
ります。

■場　　所 村内全域 
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全係
（内線1451）

春のクリーン作戦を実施します

平成18年度
１日保育事業を実施します
　在園児と一緒にいろいろな遊びを体験し、友

達と遊ぶ楽しさを知ることができる「１日保育」

を実施します。また、子育て相談も行いますの

で、お気軽にご参加ください。

●日 程 等 

●時　　間 午前10時～ 11時

●場　　所 村松保育所

●対　　象 村内在住の０歳から就学前までの

乳幼児とその親

●費　　用 無料

●問 合 せ 村松保育所（☎282-3700）

期　　日 内　　容

５月18日（木） 屋外遊び

６月15日（木） 屋内遊び

７月20日（木） 水遊び

９月21日（木） リズムに合わせて遊ぶ

10月19日（木） 運動会ごっこ

11月16日（木） 散歩

12月21日（木） クリスマス会

平成19年１月18日（木）おもちゃを作って遊ぶ

平成19年２月15日（木）歌を楽しむ

平成19年３月１日（木）ひな祭り会

　村内在住の方で、家庭に心の病気をもつ方が
いる家族を対象に開催する交流会です。お気軽
にご参加ください。
■期　　日 ５月19日（金）　
■時　　間 午後１時30分～３時30分 
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■内　　容 懇談・意見交換など
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい
福祉係（内線1136）

家族交流会を開催します

　絵本や紙芝居を楽しんだり、屋外に出て自然

と戯れたりして楽しい親子の時間を過ごしませ

んか。

●日 程 等 

●時　　間 午前10時～ 11時

●対　　象 村内在住の０歳から就学前まで

の乳幼児とその親

●参 加 費 無料

●そ の 他 申し込みは必要ありませんので、

直接お越しください。

●問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保

育所内　☎270-5660）

子育て支援事業
「ハッピーランド」を開催します

期　　日 場　　所
５月17日（水）舟石川コミュニティセンター
６月21日（水）中丸コミュニティセンター
７月19日（水）白方コミュニティセンター
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となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

常陸太田市●花菖蒲まつり
◆期　　日 ６月17日（土）・25日（日）
◆場　　所 西山の里「桃源」（常陸太田市新宿
町576）
◆内　　容 17日（土）…ライトアップコン
サート～ナチュラルヒーリングミュージック
（午後６時30分から）／彦☆星（シンセサイ
ザー奏者）、日没後あんどん点灯　25日（日）
…野外コンサート（時間未定）、花菖蒲の苗プ
レゼント予約券配布（午前10時30分から／先
着100人）　その他…地酒・ワインの試飲販
売や農産物直売など
◆問 合 せ 西山の里「桃源」（☎0294-73-1300）

　胃がん検診、結核・肺がん検診、成人病検診、

大腸がん検診を行います。

●期　　日 ６月６日（火）・７日（水）・８（木）・９

日（金）・16日（金）・17日（土）・22日（木）・23日

（金）・24日（土）、７月12日（水）・13日（木）・14日

（金）・15日（土）・18日（火）・27日（木）・28日（金）・

29日（土）、８月２日（水）・３日（木）・４日（金）

●時　　間 午前６時～９時

●場　　所 保健センター

●費　　用 無料

●そ の 他 胃がん検診以外の検診(結核・肺

がん検診、成人病検診、大腸がん検診）を申

し込まれた方は、10月に行う住民検診の対

象となります。

●申し込み・問合せ 30歳以上で、今年１月

の健康診査家族調査票で申し込みをしていな

い方や最近転入された方で、胃がん検診を含

む「総合検診」を希望する方は、５月19日(金)

までに、保健センター（☎282-2797）へ電話

で申し込みください。

早期発見・早期治療！
総合検診を行います

笠間市●北山公園
　約50haの面積を有する北山公園は、山間の湖
に映し出される四季折々の自然が美しい公園で
す。公園内には、展望塔やローラー滑り台、湿
性生態園、バーベキュー場、キャンプ場などが
あり、ご家族で楽しむことができます。また、
陶芸家板谷波山の若き日を描いた映画「ＨＡＺ
ＡＮ」の撮影用ロケーションセットが公園内に
移築され、新しい観光スポットとなっています。
お誘い合わせの上、どうぞお出かけください。
◆利用時間 ４月～９月…午前９時～午後６時
10月～３月…午前９時～午後４時

◆ロケーションセット開館時間 ４月～９月…
午前10時～午後５時　10月～３月…午前10
時～午後３時30分

◆問 合 せ 北山公園管理事務所（☎0296-78-3911
ホームページhttp://www.city.kasama.lg.jp/）

水戸市●水戸黄門まつり
第16回那珂川遠泳大会　

◆期　　日 ７月17日（月）
◆コ ー ス 千歳橋から水府橋までの3.5km
◆対　　象 10歳（小学４年生）から65歳まで
（先着200人）
◆参 加 費 1,500円／人（傷害保険料を含む）
◆申し込み 官製はがきに①氏名・性別②年齢
③職業（学生は学校名・学年）④郵便番号・住
所および自宅と勤務先の電話番号⑤１週間平
均の水泳練習回数と練習距離⑥10分間に泳
げる距離⑦泳法（平泳ぎ、横泳ぎ）――を記入
の上、６月２日（金）必着で、水戸市スポーツ
振興協会那珂川遠泳大会係（〒310-0913　水
戸市見川町2256）へ申し込みください。

◆問 合 せ 水 戸市スポーツ振興協会（☎
243-0111）

　日本赤十字社の活動は、社費（会費に当たる
もの）と一時的に拠出いただく寄付金（併せて社
資といいます）に支えられています。多くの方
に赤十字社員（年額500円以上の社費を納める
人）になってもらうことを目的に、村では日本
赤十字社の創立記念日のある５月の１か月間、
自治会を通して社費の募集を行います。皆さん
の積極的なご協力をお願いします。
■問 合 せ 日本赤十字社東海村分区（福祉部
社会福祉課内　内線1167)

赤十字社員増強運動に積極的なご協力を！ 生ポリオワクチンの投与
■日　　程

■場　　所 保健センター
■対　　象 生後３か月から90か月までの乳幼児
■投与回数 全部で２回
■そ の 他 当日は自宅で体温を測り、母子手
帳を忘れずにお持ちください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

① ５月15日（月）　13：15 ～ 14：00
② ５月16日（火）　13：15 ～ 14：00
※①、②のいずれかの日程でお受けください。
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-62

夢は…。“漫画家”

照沼小学校４年●長
なが

須
す

春
はる

日
か

　私の夢は、漫画家になることです。最初に「漫画家

になりたい」と思ったのは、去年の２学期ごろです。

１年生のころも絵を描くのが好きで、毎日のように

絵を描いていました。家に帰ると、必ず絵を描いてい

たので、自由帳がすぐ無くなってしまってお母さんが

困っていました。２年生のときに、ある漫画に載って

いた話を読んで、「おもしろい！」と思いました。３年

生になると、絵を描く量がもっともっと増えました。

２学期ごろにはもう、「漫画家になりたい」という気持

ちが強くなっていました。

　私は、大学は絵の専門の学校に行きたいと思ってい

ます。そこでたくさん絵の勉強をして、漫画家になり

たいと思います。だから今もたくさん漫画を描いて、

大きくなったら読む人が楽しく読めるような漫画を描

きたいと思っています。
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と
う
か
い　
５
月
10
日
号 ちびっこ

美術館

　

わ
が
家
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
運
ん
で

き
た
女
の
子
は
、〝
お
歌
遊
び
〞が
大
好

き
な
陽ひ

菜な

（
１
歳
４
か
月
）。

　

つ
い
こ
の
前
生
ま
れ
た
と
思
っ
た

ら
、
今
で
は
活
発
に
歩
き
回
っ
た
り
、

公
園
な
ど
で
出
会
っ
た
お
友
達
に
興
味

を
持
っ
た
り
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
お

友
達
と
遊
ぶ
楽
し
さ
も
覚
え
た
よ
う
で

す
。
そ
う
思
う
と
、
子
ど
も
の
成
長
は

あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
、
私
た
ち
夫
婦

も
陽
菜
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な

と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
の
陽
菜
は
、
こ
ち
ら
の
話
す

言
葉
も
だ
い
ぶ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
、「
ご
み
を
ポ
イ
し
て
き
て
」と
お
願

い
す
る
と
、
喜
ん
で
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。
私
も
そ
れ
に
応
え
て
、「
す
ご

い
!

　

上
手
に
で
き
た
ね
」、「
マ
マ
嬉

し
い
！　

あ
り
が
と
う
」
と
頭
を
な
で

て
誉
め
て
あ
げ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

〝
う
れ
し
い
〞
と
い
う
笑
顔
と
と
も
に
、

「
自
分
で
で
き
た
」と
い
う
自
信
を
持
ち

始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、〝
ま
ね
っ
こ
〞す
る
こ
と
も
覚

え
て
、私
が
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
、

隣
に
立
っ
て「
パ
ン
パ
ン
」と
洗
濯
物
を

両
手
で
伸
ば
し
て
い
た
り
、「
私
に
も

歯
ブ
ラ
シ
ち
ょ
う
だ
い
」
と
ば
か
り
に

歯
磨
き
の
ま
ね
を
し
て
、
自
分
で
磨
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
仕
上
げ
磨
き
を
し

た
後
で
も「
も
っ
と
自
分
で
磨
く
！
」と

い
う
意
志
が
強
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一

度
歯
ブ
ラ
シ
を
手
に
し
た
ら
な
か
な
か

離
し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
私
は
、
つ
い「
ダ
メ
ダ
メ
」と

言
い
が
ち
に
な
り
、
陽
菜
に
は｢

ダ
メ
」

と
い
う
意
味
が
伝
わ
ら
ず｢

も
っ
と
!｣

と
い
う
気
分
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
な
り
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、

必
ず
向
き
合
っ
て
言
葉
を
掛
け
た
り
、

注
意
を
促
す
ポ
イ
ン
ト
を
歌
詞
の
中
に

入
れ
て
、
全
身
で
お
歌
遊
び
を
し
た
り

し
な
が
ら
、
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
す
る
と
、
お
互
い
に
通
じ
合
い
、

気
分
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
子
育
て
と
は
、｢

自

分
１
人
で
頑
張
ら
ず
に
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
っ
て
情
報
を
交
換
す
る

こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
や
育
児
方
法
が
違
う
か
ら
こ

そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
習
得
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
陽
菜
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
、
親
子
の
絆

き
ず
な

を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

ちゃん
●大

おお

瀧
たき

桃
もも

香
か

じゃんけんじんとり

　幼稚園で、お友達と“じゃんけん

じんとり”をしたときの様子を描い

てくれた桃香ちゃん（５歳）。

　「相手チームの陣地を取ったとき

はうれしかったよ」と元気に話して

くれました。

須和間
幼稚園


